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１．研究計画の概要 

 本プロジェクトは、臨床心理学における質
的研究の役割について明らかにしつつ、その
教育法について具体的なプログラムを作成
することを中心的な目的とする。そのために
まず、文献調査や質的研究法を利用した研究
実践を通じて、心理臨床実践技能との関わり
も考慮しながら質的研究に必要とされる技
能を明らかにすることを試みる。次いでそう
した技能を高めていくために、現在内外の大
学・大学院などの教育機関においてどのよう
な教育内容と方法が施行されているか、文献
資料の検討や教育現場の観察などを通じて、
教育プログラムやカリキュラムの特徴をレ
ビューし整理する。最終的には、質的研究法
の教育実施の指針となるような参考書・テキ
ストを作成する。 

 

 

２．研究の進捗状況 

 臨床心理学における質的研究に必要な技
能を考える際には、臨床心理学という文脈の
なかでの質的研究の特徴を明らかにしなけ
ればならないが、この３年間ではまず、文献
研究をもとに臨床心理の実践や実践研究と
の関わりについての論考を発表した。 

 質的研究は発展途上の研究法であり、自ら
の研究のなかで、臨床心理学に関わる領域に
質的研究の技法を適用し、技法の発展に貢献
していく必要がある。この３年の間で行った
主なプロジェクトとしては、１つには、心理
専門職の自己語りを対象にいくつかの異な
る分析手法を用いることで、語りの意味の多
相性を描き出そうと試みた。また、質的研究
の新たな手法として自己エスノグラフィの
過程を、事例的に検討した。 

 さらに、教育法の具体例を調査するために、
Syracuse 大学の授業や英国カウンセリング
協会の研究法教育プログラム、質的研究の国
際学会で開催されている教育セッションに
参加・見学した。また、国際シンポジウムを
開催して、研究者間の対話も試みた。そうし
た体験を参考として、自らの授業で試みた教
育上の工夫を、質的研究の教育テキストの一
部に生かした。 

 

 

３．現在までの達成度 

 この３年間のもっとも大きな達成として
は、本プロジェクトの中心的な目標である、
臨床心理学における質的研究の教育用テキ
ストが完成に近づいたという点である。この
テキストは現在、印刷段階に入っており、
2011 年 5 月には東京大学出版会から、全 14

章約380頁の分量で出版される運びとなって
いる。 

 その一方、自分の質的実践の方は当初の計
画ほどには進展が見られていないところが
ある。この３年間に行われたいくつかの試み
の成果は内外の学会で発表し、紀要や書籍の
一部などに発表してきたが、査読つきの論文
として公表されたものは少ない。現在審査中
のものもあるので、最終年で学術誌論文とし
て形にしていきたいと思う。 

 

 

４．今後の研究の推進方策 
 上でも述べたように、４年目である 2011
年度は、臨床心理学領域における質的研究法
のテキストが出版される。このテキストを使
って授業を行いながら、具体的な授業実践の
なかで必要な教育方法についての工夫を蓄
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積したい。また、継続して臨床心理学とその
関連領域において質的研究を行っている研
究者との合同の研究会や論文検討会などを
もち、臨床実践に関わる質的研究の広がりと
多様性について整理すると同時に、その教育
内容として何が求められるのかを検討して
いく。これらの実践をもとにその工夫をまと
める形で、いずれはテキストの各章を補足す
るサブテキスト的な小冊子を作ることも考
えている。 
 加えて、これまで収集した心理臨床家や研
究者に対するインタビューのデータを分
析・再分析しつつ、臨床心理学に関係するテ
ーマでの質的研究の結果を、学会などで発表
する活動を継続する。それをもとに、現在投
稿中のものも含めて、学術誌における論文を
仕上げる。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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